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帰ってきたくなる  行ってみたくなる
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東シナ海の宝のまち
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阿久根市の令和２年度施政方針

 「帰ってきたくなる   行ってみたくなる   東シナ海の宝のまち   あくね」
 の実現に向けて
　令和２年第１回市議会定例会で、西平市長は、令和２年度施政方針を表明しました。

   「平成」から「令和」へと新たな時代が動き始めました。これまで、私は市民の皆さま方との対話
を通じて、「市政の安定」に取り組み、このまちの将来に寄せる市民の皆さま方の思いを真摯に受け
止め、「笑顔あふれる夢のまちづくり」に取り組んできました。
　そして、３期目として２年目が始まる今、新たな令和の時代にふさわしい取り
組みとして、「まちづくりはひとづくりから」の基本理念の下、市民の英知を結
集し、地域の課題解決に取り組む「協働によるまちづくり」を進めてまいりま
す。このことから、私は、さまざまな分野で「ひとづくり」に力を注ぎ、多種多
能な「人材」を育て、「ふるさと阿久根」を未来につなぐ取り組みを進めてまい
る所存です。

※掲載している施政方針は、要約しています。

「阿久根市まちづくりビジョン」に基づき、令和２年度に阿久根市が取り組む施策などをご紹介します。

▶ 新たな補助制度により、移住定住の促進と空
　 き家の有効活用を図る。

▶ 肥薩おれんじ鉄道と連携し、婚活イベントを
　 開催する。
▶ 台湾台南市善化区への高校生の派遣や、社会
　 人の視察に対する助成を実施する。
▶ 地域の公益的な活動に対する「地域色づくり
　 事業」の円滑な運用を図る。
▶ 公共交通の補完的役割を担う乗合タクシーの
　 利用促進を図る。
▶ 働く女性の家を10月から公民館施設として幅
　 広く活用する。

▶ ６カ月以上の乳児から18歳までの子どものイ
　 ンフルエンザ予防接種を原則、無償化する。
▶ 特定健診や長寿健診などの受診率向上を図る
　 ため、「ＡＩを活用した受診勧奨」に取り組む。
▶ 自殺予防を目的とした相談員の養成など、人
　 づくり・体制づくりを進める。
▶ 妊娠・出産・子育てについて、専任保健師に
　 よる「子育て支援コンシェルジュ事業」を継
　 続する。
▶ 妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援
　 を行う「子育て世代包括支援センター」を設
　 置する。
▶ 新たに男性不妊治療、一般不妊治療および不
　 育治療への不妊治療の助成範囲を拡充する。
▶ 幼児のむし歯予防に効果が高いフッ化物洗口
　 を推進する。

▶ 子ども医療費の無償化を継続する。

　　  地域の支援・振興　　　 医療・健康

▶ アクネ大使による学習の場づくり事業による
　 次世代の人材育成に努める。

▶ 防犯灯のＬＥＤ化を推進する。

▶ 感染症予防対策の強化を図り、「緊急風しん対策」として、40歳から57歳の男性に対し、抗体検査や
　 予防接種を勧める。
▶ 高齢者元気度アップ地域活性化事業などを進める。
▶ 認知症初期集中支援チームによる認知症への支援体制を充実させる。
▶ 地域のころばん体操教室にリハビリテーション専門職などを派遣し、教室の継続支援を行う。
▶ 地域医療を支える大川診療所の運営を医療機関と協力・連携して行う。

令和２年度施政方針
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▶ 出生祝い商品券の支給内容を拡充する。

▶ 関係機関との連携を密にしながら児童虐待防
　 止対策に努める。

▶ 質の高い地域の中核的な療育支援施設として、
　「子ども発達支援センターこじか」の充実を
　 図る。

▶ 阿久根市障がい者計画などを見直し、障がい
　 福祉施策を総合的・計画的に進める。

▶ 生活困窮世帯などの子どもたちへの学習支援
　 事業を継続する。

▶ 安心・安全な農産物の生産と農家の所得向上
　 のための事業を行い、持続可能で収益性のあ
　 る農業を推進する。
▶ 国の事業の活用や市独自の事業を展開し、農
　 業後継者や新規就農者を確保する。
▶ 施設園芸や果樹生産の支援を継続しながら、
　 産地拡大に向けた取り組みを進める。

▶ 畜産クラスター事業などの各種事業を活用し、
　 畜産農家の所得向上を図る。

▶ 中山間地域等直接支払制度や多面的機能支払
　 交付金事業などを活用し、農業用施設などの
　 適正な保全管理と長寿命化を進める。

▶ 県営中山間地域総合整備事業、阿久根北部農
　 村地域防災減災事業など農業生産基盤の整備
　 を行い、地域農業の活性化を図る。

▶ 遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進
　 といった農地利用の最適化に努める。

▶ 竹林改良促進事業などを実施し、放置竹林の
　 解消に努め、タケノコやヒサカキなどの特用
　 林産物の生産を積極的に支援する。

▶ 有害鳥獣による農林産物の被害軽減のため、
　 捕獲体制の見直しを図り、捕獲員の後継者育
　 成などを支援する。

　　　福祉

▶ 磯焼け対策などによる漁場や藻場の管理、魚
　 価の安定に向けた鮮度保持対策事業を実施す
　 る。

▶ 漁業後継者への就業支援を行う。

▶ 水産物付加価値向上のための新商品開発、商
　 談会出展を支援する。

　       水産業

▶ 「高齢者等福祉タクシー」の運行区域を市内
　 全域に拡充する。

▶ 森林環境譲与税を活用し、林業経営の効率化
　 と森林管理の適正化を図る。

▶ 新商品開発への支援や商談会、物産展などへ
　 の出展支援を継続する。
▶ 薩摩川内市などと広域輸出促進協議会を立ち
　 上げ、企業の支援などを進める。

▶ 商工会議所や金融機関と連携した創業支援を
　 行う。

▶ 市内事業所の人材不足の解消を目的とした企
　 業合同説明会や企業合同研修会などを開催す
　 る。

▶ 飲食店の改修などの支援を行う。

　　　  商工業

▶ あくね応援寄付金特産品返礼事業により、地
　 域経済の活性化を図る。

▶ 新たに地元人材雇用奨励金制度を設け、市内
　 企業への就職を支援する。

▶  「観光を基軸としたまちづくり」の推進、体
　 験型観光コンテンツの充実を図りながら、更
　 なる交流・関係人口の増加に努める。
▶ 改修工事が完了した寺島宗則旧家については、
　４月からプレオープンし、今後、駐車場など
　の周辺整備を進める。

▶ 観光まちづくり戦略に基づく「食のまち阿久
　 根」の認知度向上に努める。
▶ 肥薩おれんじ鉄道と観光面での連携を強化す
　 る。

　　　  観光

▶ ＪＲ九州の新たな観光列車が牛ノ浜駅に停車
　 することから、本市の魅力の積極的な情報発
　 信に努める。

　　     林業

　　    農業
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▶ 耐用年数を超過した木造市営住宅の解体を行
　 い、市営住宅の適正管理に努める。

▶ 危険空き家等解体撤去事業やがけ地近接等危
　 険住宅移転事業を推進する。

▶ 南九州西回り自動車道は、平成30年度に阿久
　 根ＩＣから（仮称）西目ＩＣ間が着工。国や
　 県、関係自治体などと連携し早期の全線開通
　 を目指す。

▶ 北薩横断道路は、さつま泊野ＩＣからきらら
　 ＩＣまでが平成31年３月に供用開始。阿久根
　 高尾野道路区間の早期開通を目指し、県およ
　 び関係団体と連携して取り組む。

▶ 「サンセット牛之浜景勝地」道の駅については、
　 昨年、全体構想計画の策定が終了。課題を整
　 理し、関係機関との協議を重ね、基本計画の
　 策定に向けて取り組む。

▶ 道路改良や老朽化した橋りょうを計画的に改
　 修する。

▶ 「生ごみ堆肥化事業」の充実を図り、一層の
　 ごみ減量化と資源の循環につなげる。
▶ 海岸漂着物対策推進事業や小型合併処理浄化
　 槽の整備支援などを通じて公共用水域の保全
　 と生活環境の向上を進める。
▶ 新ごみ焼却処分場の完成に向け、北薩広域行
　 政事務組合と連携し事業推進に努める。

　　　防災

　　　  交通アクセス・土木 など

▶ 防災行政無線や各区の広報用放送施設のデジ
　 タル化を推進する。
▶ 適切な避難行動がとれるよう災害危険箇所を
　 記載した新たな防災マップを作成・配布する。
▶ 地域における防災組織の強化など「安全・安
　 心」に向けた防災体制の整備を図る。
▶  原子力防災の避難計画などの周知に努め、県
　 および関係機関との連携をさらに密にし、計
　 画の実効性を高める。

▶ 防災力の一層の強化に向け、車両や資機材の
　 計画的な整備・更新および消防団員の安全確
　 保のための装備を改善・充実させる。

▶ 消防組合、消防団などと連携した応急手当の
　 普及啓発を行い、救命率を向上させる。

　　　教育

▶ 将来を見据えた小・中学校の規模適正化をは
　 じめ、よりよい教育環境の実現に向けた施策
　 を進める。
▶ 老朽化した学校施設の長寿命化改修などを行
　 い、児童生徒の学習環境の向上を図る。

▶ 確かな学力を身につけさせ、道徳心を養い、
　 豊かな心と健やかな体を育む教育を進める。

▶ 「阿久根のよさを理解し、実感できるプログ
　 ラム」として、キャリア教育の一層の充実に
　 努める。
▶ 阿久根の地域素材を生かした特色ある教育活
　 動を充実させる。

▶ ＩＣＴ機器を積極的に活用した学習やプログ
　 ラミング教育の充実、教員の指導力の一層の
　 向上に努める。

▶ 阿久根の自然や産業、歴史、文化などを理解
　 し、ふるさと阿久根を愛する子どもたちを育
　 成する。

▶ 国道３号沿線の樹木伐採を行い、名勝「牛之
　 浜海岸」周辺の眺望確保に努める。

▶ 南九州西回り自動車道阿久根北ＩＣ周辺およ
　 び国道389号を中心とした脇本地区の一部を
　 都市計画区域へ編入する。

▶ 交流人口増を図る拠点施設として、重点的に
　 番所丘公園の施設の充実を図る。

令和２年度施政方針

　　　消 防

　　  都市計画・住宅

　　 　環境衛生

▶ 地域とともにある学級づくりを目指した「コ
　 ミュニティ・スクール」を導入するための準
　 備を進める。
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▶ 「燃ゆる感動かごしま国体」については、正式
　 競技としてボクシング競技、デモンストレー
　 ションスポーツとしてビーチフラッグスと遠
　 泳を実施する。
▶ 生涯学習推進体制の機能化、学習機会の拡充、
　 読書活動の支援、青少年の健全育成を図る。
▶ 新たな図書館について、今後、財政状況を踏
　 まえ整備について検討する。
▶ 「風テラスあくね」を核としたひとづくり、
　 文化・芸術活動の普及と向上に努める。
▶ 貴重な財産である郷土芸能や文化財の保存・
　 活用を図り、文化の薫り高いまちづくりを進
　 める。
▶ 生涯にわたる健康づくり、体力および競技力
　 の向上を目指し、スポーツ・レクリエーション
　 の奨励と普及を行う。
▶ スポーツを通じ交流人口を増やすため、各種
　 スポーツ大会や合宿の誘致などを行う。

　　　 生涯学習・文化・スポーツ

▶ 「安心・安全で栄養豊かなバランスのとれた
　 おいしい学校給食」を提供する。
▶ 地元産の食材を活用した地産地消を一層進め
　 る。

　　　学校給食

　本年は、東京オリンピック・パラリンピックの開催、また、太陽国体以来、48年ぶりの「燃ゆる感
動かごしま国体」の開催など、国内外から、日本に、そして、鹿児島県に多くのお客さまがお越しに
なります。このことを絶好の機会と捉え、阿久根市が持つ、豊かな「食」「自然」「人材」などの強み
を磨き上げ、「観光を基軸としたまちづくり」に重点を置いた取り組みをさらに深化してまいります。
これらの取り組みにより、「帰ってきたくなる　行ってみたくなる　東シナ海の宝のまち　あくね」の
実現に向け、市民との協働を含めた施策を強力に推し進めてまいります。そして、「平成」からつな
ぐ「令和」の阿久根市のリーダーとして、「ふるさと阿久根」の発展に向け、「不屈不撓」の精神で全
力を尽くします。

▶ 簡易水道事業を上水道事業に統合し、効率的
　 な管理と健全運営に努める。
▶ 老朽管の耐震化更新、安定供給の基盤強化に
　 努める。

　　　水道

　　　行財政改革・その他

▶ 市庁舎の来庁者用エレベーターの設置や多目
　 的トイレの増設、議場車いす傍聴席などを整
　 備する。

▶ 職員の資質向上に向け、国への研修派遣や県
　 との人事交流の継続、研修の充実・強化を図る。

▶ 国・県の補助金や有利な地方債などを活用し、
　 財政健全化を推進する。

▶ 旧国民宿舎については解体し、跡地を活用す
　 る事業者の確保に取り組む。

▶ 阿久根高校跡地および青果市場跡地の活用方
　 策を検討する。

次代を担う人材の育成を図るため

アクネ大使による学習の場づくり事業

を引き続き実施します！

令和元年８月27日実施

クラリネット奏者
川畑  麻

ま い こ
衣子 さん

【内容】
阿久根中・三笠中
学校吹奏楽部への
奏法のアドバイス
など。

令和元年12月14日実施

童謡歌手
沖吉  けい子 さん

【内容】
大川小・中学校の
児童生徒との音楽
を通じたふれあい
活動。
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～ 出会い ふれあい  学び合い ～

第 28 回阿久根市

活動発表

唱和市民
憲章

生涯
学習

　生涯学習講座「初心者のための三味
線」の会員の方々が練習の成果を披露
し、息の合った演奏で来場者を魅了し
ました。

　阿久根中学校
２年の野田優

ゆ う ま

真
さんが舞台に立
ち、 参 加 者 全 員
で市民憲章唱和
を行いました。

　 市 民 が 生 涯 学 習 の 日 頃 の 成 果 を 披 露 す る
生 涯 学 習 フ ェ ア が ２ 月 ２ 日 、 風 テ ラ ス あ く
ね （ 市 民 交 流 セ ン タ ー ） で 開 催 さ れ 、 表 彰
式 や 弁 論 、 体 験 発 表 、 活 動 発 表 、 生 涯 学 習
活 動 の 発 表 、 講 演 が 行 わ れ ま し た 。

生涯学習フェア

展示
　ロビーでは、生涯学習講座受講生の作品（パッ
チワーク、編み物、寄せ植え、フラワーアレンジ

弁論
　 阿 久 根 市 中 学 校 英 語 暗
唱・弁論大会で最優秀賞を

体験発表
　台湾（台南市善化区など）
への研修視察を行った阿久

合
唱

　阿久根市校長会、教頭会、教育委員会の有志の
皆さんが「いつもいつのときでも～ステキだね、
阿久根～」「Ｍｙ Ａｋｕｎｅ～まちへ帰ろう～」
を披露しました。

受賞した阿久根中学校３年の桝田佳
よ し か

花さんが、身
ぶり手ぶりを交えながら堂々と発表しました。

根商工会議所青年部の会員の方々が、現地で感じ
たことや学んだことなどについて発表しました。

活動発表

声
　莫祢ゴールド創世塾の方々が「阿久根の七不思
議『光礁』」、寺島会の方々が「寺島宗則～日本の
夜明けを目指して～」の朗読を行いました。 メ ン ト ） な ど が 展

示 さ れ、 来 場 者 は
繊 細 で 丁 寧 な 作 品
の 一 つ 一 つ に 真 剣
な 表 情 で 見 入 っ て
いました。
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氏名 種目 功績・実績など

花木　功
いさお

一般
　永きにわたり山下校区体育協会の理事として活動され、協会の発展に寄与された。
また、平成７年度からは山下ソフトボール少年団の監督として、子どもたちの指導
に大きく尽力された。

東　菜
な つ き

月（三笠中学校卒） サッカー 第 30 回ユニバーシアード競技大会の女子サッカーの部（イタリア  ナポリ）出場
チーム成績 準優勝　

氏名 種目 功績・実績など

楠田　ゆうな（田代小学校） 陸上 第 35 回全国小学生陸上競技交流大会に出場 （５年 100 ｍ ）

西園　麻
ま お

央（西目小学校） 陸上 第 35 回全国小学生陸上競技交流大会に出場（走り高跳び・80 ｍハードル）

坂元　瑠
る な

菜（阿久根中学校） 陸上 第 50 回ジュニアオリンピック陸上競技大会に出場
（Ｂ100 ｍ、ＡＢＣ共通４× 100 ｍリレー）

木下　航
わ た る

瑠（阿久根中学校） 柔道 第 50 回全国中学校柔道大会に出場 （ 90ｋg 超級 ）

濵元　泰
た い と

斗（三笠中学校） 水泳 第 42 回全国ＪＯＣジュニアオリンピック夏季水泳競技大会に出場
（50 ｍ平泳ぎ・100 ｍ平泳ぎ）

笹𠩤　央
お う か

華（三笠中学校） 野球 第４回全日本中学女子軟式野球大会に出場

前田　來
ら い き

輝（神村学園中等部） サッカー 第 50 回全国中学校サッカー大会に出場
高円宮杯ＪＦＡ第 31 回全日本Ｕ 15 サッカー選手権大会に出場

西平　成
なりちか

近（川内高等学校） バスケット
ボール 令和元年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会に出場

寺園　 葵
あおい

（出水商業高等学校） 弓道 令和元年度全国高等学校総合体育大会弓道競技大会に出場

川井　清
さ や か

楓（出水商業高等学校） 弓道 令和元年度全国高等学校総合体育大会弓道競技大会に出場

米丸　幹
か ん た

汰（出水工業高等学校）ボクシング 令和元年度全国高等学校総合体育大会ボクシング競技大会に出場
第 74 回国民体育大会に出場（ライトフライ級 ）

西田　海
か い と

音（出水工業高等学校）ボクシング 令和元年度全国高等学校総合体育大会ボクシング競技大会に出場（ライト級 ）

安藤　風
ふ う

羽（鹿児島実業高等学校） 陸上 第 70 回全国高等学校駅伝競走大会に出場

阿久根中学校弓道部 弓道 令和元年度全日本少年少女弓道錬成大会に出場

体育協会優秀選手・団体表彰

社会体育功労者表彰

表彰
　社会体育の分野におい
て、選手への指導や全国
大会出場など素晴らしい
実績をあげられた 15 人と
１団体の皆さまへの表彰
を行いました。（敬称略）

講
演

　アクネ大使で関東阿久根会名誉会長の鳴川洋
ひろかず

一さんが「時代の変化と
私の歩いてきた道  ～ 今、ふるさとへのメッセージ ～」と題して講演さ
れました。
　自身の人生を振り返りながら、「いい友達、一生信頼・相談できる先
生を探すこと」が大切であることなどを話され、また、郷土・阿久根へ
の思いやエールを送られました。
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市政ニュース

アクネ大使・小川紗良さん 初の長編映画を市内で撮影

　アクネ大使で女優・映画監督の小川紗良さんが、自身初の長編映画『海辺の金魚』を昨年８月下旬から９月上
旬にかけて全編阿久根市内で撮影しました。
　昨年９月１日、撮影の合間に西平市長との対談が行われ、
小川監督は阿久根での撮影について、「０歳のときから母の
故郷である阿久根に何度も来ていて、海と山がある味のある
まちという印象を持っています。前回『BEATOPIA』を制作し
て阿久根の魅力を再確認しました。（今作は）母と子がテーマ
であるので、母の故郷である阿久根で撮りたいと思いました」
と話されました。
　現在、作品は編集作業中で、今秋以降の映画祭出品や劇
場公開を目指しているとのことです。

阿久根の食材を堪能  学校給食 akune わくわくパラダイスデー 【３学期】

　阿久根産の食材をふんだんに使った給食を提供する「ａ
あ く ね

ｋｕｎｅ わくわくパラダイスデー」が２月 14 日、市内
小中学校 13 校で行われました。
　地元の魅力ある食材への関心と理解を深めてもらおうと昨年度から始まり、各学期に実施しています。３学期
実施分は「華鶴和牛のビーフシチュー」「阿久根野菜のサ
ラダ」「大将季」などが提供されました。
　大川中学校には中野正弘教育長や、食材の提供者が
訪れ、生徒と一緒に給食を堪能しました。３年の山平

鉄
てっしん

心さんと宮里洸
こういち

一さんは
「全部おいしかったです。今

日の給食を通して、阿久根
の良さが分かりました。自
分たちの地元でこんなおい
しいものが作られていて誇
らしい」と笑顔で話しました。

関係９市町で原子力防災訓練を実施

　九州電力川内原発（薩摩川内市）の重大事故に備えた県主催の「鹿児島県原子力防災訓練」が２月９日、原発
から 30 ｋｍ圏内の９市町で実施されました。
　訓練は、鹿児島県西部直下地震（最大震度７）が発生し、
川内原子力発電所において原子炉の自動停止、電源喪失など
が発生、その後、放射性物質が外部に放出されたとの想定で
行われました。
　また、今回は、赤瀬川地区の住民の方を対象に屋内退避
や姶良市までの広域避難訓練を実施し、地域防災計画（原子
力災害対策編）および避難計画に定める手続きの実効性を
確認しました。
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３月

検索阿久根市 市長の活動報告

－まちづくりはひとづくりから－

西平良将市長
の

主な活動
２月

２
月 　　　　　     　活　動　内　容

１
日 かごしま遊楽館「あくねマルシェ」（東京都）
２
日 第 28 回生涯学習フェア
３
日 ＪＡ鹿児島いずみ農政協議会（出水市）
４
日 みどこい祭り実行委員会

５
日 第３回県市長会定例会（鹿児島市）
７
日 県国民健康保険団体連合会理事会（鹿児島市）
９
日 原子力防災訓練

10
日 総合教育会議

12
日

美しい海のまちづくり公社第１回理事会
中部学院大学野球部合宿歓迎会

14
日

第 67 回県下一周市郡対抗駅伝競走大会
出水チーム出発式
交通安全対策会議

15
日

原子力規制委員会との意見交換会
（薩摩川内市）

大丸商人恵比寿祭り
16
日 特別講演会「寺島宗則」
18
日 北薩広域行政事務組合第６回理事会（出水市）
20
日

出水地区民生委員児童委員連絡協議会研修会
令和２年度当初予算案記者発表

21
日

県市町村総合事務組合第１回組合議会定例会
（鹿児島市）

県国民健康保険団体連合会通常総会
（鹿児島市）

農業青年クラブアグリス新年会
27
日

令和２年第１回市議会定例会本会議
（提案説明・質疑）

80歳で20本以上、70歳で24本以上の健康な歯  8020・7024達成者を表彰

　市では、令和元年度に協力歯科医院で 20・30・40・50・60・70・80 歳（令和２年３月 31 日現在）の方を対
象に歯周病検診を実施しました。

赤
木   
實
（
槝
之
浦
西
）

上
村   
貴
美
子
（
牧
内
）

大
田   

カ
ズ
ミ
（
牛
之
浜
）

川
原   

陸
奥
雄
（
潟
）

川
俣   

衞
（
下
村
）

京
田   

隆
（
瀬
之
浦
上
）

児
玉   

一
利
（
桑
原
城
上
）

下
村   

秀
一
（
牛
之
浜
）

新
町   

稔
男
（
大
丸
）

大
毛   

健
一
郎
（
波
留
）

田
中   

四
雄
（
丸
内
）

鶴
田   

良
平
（
下
村
）

寺
地   

武
藏
（
尻
無
）

鳥
飼   

幸
子
（
新
町
）

中
野   

道
子
（
佐
潟
）

中
村   

カ
ズ
子
（
大
林
）

西
田   

孝
義
（
高
之
口
）

平   

ヨ
シ
子
（
瀬
之
浦
下
）

平
新   

幸
造
（
段
）

福
浦   

孝
夫
（
黒
之
浜
）

福
留   

リ
ツ
子
（
波
留
）

𠮷
田   

勉
（
牟
田
）

井
坂   

敬
一
（
小
漉
）

石
澤   

和
美
（
大
漉
）

岩
﨑   

喜
左
衞
門
（
高
之
口
）

牛
ノ
濱   

廣
子
（
牛
之
浜
）

大
漉   

成
子
（
大
漉
）

川
畑   

孝
德
（
中
村
）

黒
坂   

正
子
（
大
丸
）

古
賀   

正
男
（
瀬
之
浦
上
）

遠
矢   

一
雄
（
寺
山
）

中
西   

豊
（
高
松
）

中
野   

民
子
（
仲
仁
田
）

長
谷
川   

國
子
（
段
）

濱
﨑   

幸
成
（
永
田
下
）

林   

み
ど
り
（
下
村
）

南   

徹
（
古
里
）

牟
田   

照
雄
（
高
之
口
）

8020 達成  おめでとうございます 7024 達成  おめでとうございます

　その中で、80 歳で健康な歯が 20 本以上ある方
（8020 達成者）が 25 人、70 歳で健康な歯が 24

本以上ある方（7024 達成者）が 34 人いらっしゃい
ました。
　掲載への同意があった方のみ、次のとおりご紹
介します。（敬称略）

8020 達 成者・大毛健一郎さんに、歯の 健 康の秘訣についてお聞きました！

Q ．歯磨きは１日何回ですか？ １日２回、朝と夜に磨いています。Ａ

Q ．歯の健康を保つために心がけて
　　いることは？

歯間ブラシも時々使っています。
また、食事は好き嫌いなくなんでも食べています。

Ａ

Q ．子どもたちへのメッセージ むし歯にならないように、しっかりと歯磨きを
しましょう！

Ａ
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information/市役所からのお知らせ

市の登録統計調査員を募集します

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　            　　    　　   問 　企画調整課　統計調査係　☎ 0996-73-1215

　市では、統計調査の登録調査員を募集しています。調査員として登録された方には、統計調査が行われる
際、調査業務を依頼します。

◆ 調査員の業務
（１）各統計調査説明会への出席
（２）担当地域の確認

（３）調査対象世帯や事業所への聞き取り、調査書類の配布・回収
（４）調査票の審査・整理・提出

◆ 任命期間　１つの調査につき２カ月程度

◆ 応募資格
次の要件を全て満たす方
（１）20歳以上で運転免許証を持ち自動車保険
　　　の任意保険に加入している方
（２）責任をもって業務を遂行できる方
（３）秘密の保護に関し信頼のおける方

（４）暴力団員でない方および暴力団員と密接な関係
　　　を有しない方
（５）税務・警察・選挙に直接関係のない方
（６）市内在住の方

◆ 報酬　１つの調査につき約３～５万円（調査種類による）
◆ 募集期間　随時（定員15人に達するまでの期間）

◆ 申し込み方法
　「阿久根市統計調査員登録申込書」に必要事項を記入の上、企画調整課  統計調査係に提出していただく
か （ＦＡＸ：0996-72-2029、メール：tokei@city.akune.kagoshima.jp での提出も可）、電話（企画調整課  統
計調査係 ☎ 0996-73-1215 ※住所、氏名、連絡先などをお伝えください）でお申し込みください。
※申込書は、企画調整課で配布しているほか、市ホームページ（      阿久根市   登録統計調査員      検索      ）
　からダウンロードすることもできます。
◆ その他
　調査員として登録された方には、統計調査が行われる際、市の担当者が事前に連絡を取り、業務を行うこ
とができるか確認します。また、「北薩地区登録統計調査員研修会」への出席を依頼することがあります。
なお、調査員に登録されると、辞退の連絡がない限り、毎年、自動的に更新されます。

休日窓口開庁を実施します  ～ 転入・転出・転居に関する手続きができます～

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　        　　        　　   問 　市民環境課　住民年金係　☎ 0996-73-1218

　転入・転出・転居に関する届け出を受け付けます。ただし、届け出の内容によっては、後日来庁していた
だく必要がありますので、ご了承ください。なお、手続きには、印かんや本人を証明するもの（運転免許証）、
マイナンバーカード（お持ちの方）または通知カード（転入・転居の方）が必要ですのでご注意ください。

◆ 開庁日時　３月 28 日 土   ・29 日 日    8：30 ～ 17：15

◆ 開庁窓口・業務
▶ 市民環境課・水道課・学校教育課：転入、転出、転居に伴う業務
▶ 福祉課：子ども医療費、児童手当業務
▶ 介護長寿課：高齢者等福祉タクシーチケット交付業務
　 ※３月28日（土）午前中のみ

※マイナンバーカードの交付も
　 同日に行います。はがき（個
　人番号カード交付通知書兼照
　会書）が届いた方は、必要書
　類を持参の上、市民環境課の
　窓口でお受け取りください。
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固定資産の縦覧・閲覧を開始します

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　                　　    　　   問 　税務課　固定資産税係　☎ 0996-73-1204

◆ 期間　４月 １ 日 水   ～ ４月 30 日 木    8：30 ～ 17：15

◆ 縦覧できる範囲
　 固定資産税の納税者が、本人の資産の評価が適正かどうか確認できるように「土地価格等縦覧帳簿」、「家
屋価格等縦覧帳簿」により類似する土地・家屋の評価額と比較できます。

・土地価格等縦覧帳簿の記載事項：所在、地番、地目、地積、評価額
・家屋価格等縦覧帳簿の記載事項：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額

※個人情報保護のため、納税義務者名、登記名義人は記載していません。
※縦覧できる期間はこの期間のみで、手数料は無料です。

■ 固定資産課税台帳の閲覧
　 固定資産税の納税義務者は、本人の「課税台帳」を閲覧できます。また、借地人や借家人は、その対象
部分のみ閲覧できます。
　なお、閲覧は縦覧期間中にかかわらずいつでも可能で、期間中は無料ですが、期間外は手数料が必要です。

　 縦覧などでお越しの際は、本人確認が必要となります。
　 印かんとお手持ちの納税通知書、課税明細書（令和２年度納税通知書と課税明細書は４月中旬に送
付予定）またはマイナンバー（通知または個人番号）カード、運転免許証などを持参してください。　 
なお、代理人が閲覧される場合は、委任状および代理人の本人確認ができるマイナンバー（通知また
は個人番号）カード、運転免許証などが必要です。

※縦覧・閲覧に際してのお願い

（※ただし、土・日、祝日を除く）

軽自動車などの移転登録・抹消手続きは確実に！

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　          　　　    　　    　　   問 　税務課　課税係　☎ 0996-73-1203

　軽自動車税は、毎年４月１日時点の所有者（割賦販売
の場合は買い主の使用者）に納めていただく税金です。
　軽自動車などを「譲った」「下取りに出した」「廃車に
した」などの場合でも、移転登録や抹消登録が済んでい
なければ、元の納税義務者の方に納めていただくことに
なります。手続きがまだお済みでない方は、３月31日
（火）までに必要な手続きを済ませてください。なお、
軽自動車税の納期限は６月１日（月）です。５月中旬に
納税通知書を送付します。

～手続きは３月 31 日 ( 火 ) までに済ませてください～

※軽自動車などの紛失や解体などにより正規の手続きが
　行えない場合は、税務課にご相談ください。

◆ 移転登録や抹消登録に関する問い合わせ先
▶ 125cc 以下の原動機付自転車、トラク
　 ターなどの農耕作業車
　 市税務課  課税係
　 ☎ 0996-73-1203
▶ 軽自動車　四輪車・三輪車
　 軽自動車検査協会  鹿児島事務所
　 ☎ 050-3816-1761
▶ 126cc を超える二輪車
　 九州運輸局  鹿児島運輸支局
　 ☎ 050-5540-2089

◆ 場所　 税務課　固定資産税係
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information/市役所からのお知らせ

戦没者などのご遺族の皆様へ　第十一回特別弔慰金が支給されます

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　           　　　   　　    　　   問 　福祉課　福祉係　☎ 0996-73-1240

　今日の平和と繁栄の礎となった戦没者などの尊い犠牲に、改めて弔慰の意を表するため、国が戦没者など
ご遺族の代表者お一人に特別弔慰金（記名国債）を支給します。

◆ 請求期間　令和２年４月 １ 日  ～ 令和５年３月 31 日  
※請求期間を過ぎると第十一回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。

◆ 支給対象となる方
　 戦没者などの死亡当時のご遺族で、令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」
や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受ける方（戦没者の妻や父母など）がいない場合
に、次の順番で順位が先になるご遺族お一人に、ご遺族の代表として支給されます。 
　１  令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方 
　２  戦没者などの子 
　３  戦没者などの①父母  ②孫  ③祖父母  ④兄弟姉妹
　　  ※戦没者などの死亡当時、生計関係を有していることなどの要件を満たしているかどうかにより、順番
　　　  が入れ替わります。
　４  上記１から３以外の戦没者などの三親等内の親族（甥、姪など）
　　  ※戦没者などの死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

◆ 支給内容　額面25万円（５年償還の記名国債） ◆ 請求窓口　福祉課   福祉係（ ☎ 0996-73-1240）

令和２年度慰霊巡拝への参加者募集について

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　           　　　   　　    　　   問 　福祉課　福祉係　☎ 0996-73-1240

　厚生労働省では、旧主要戦域や遺骨収容のできない海上において、戦没者を慰霊するため、昭和51年度
から遺族を主体とした慰霊巡拝を計画的に実施しています。また、旧ソ連地域においては、拘留中に亡く
なった方の埋葬地の慰霊巡拝を実施しています。申し込み手続きなど詳しくは、福祉課  福祉係（☎0996-
73-1240）へお問い合わせください。

◆ 参加資格
　 戦没者の配偶者、父母、子、兄弟姉妹、参加遺族（子・兄弟姉妹）の配偶者、戦没者の孫、戦没者の甥・姪

◆ 参加費（実費負担分）
　 硫黄島：約２万円  ～ ３ 万円　硫黄島以外：約 20 万円  ～  35 万円

実施地域 実施予定時期 実施期間 募集予定人員
1 カザフスタン共和国 ８月 25 日（火）～   ９月 ３ 日（木） 10 日間 15 人
2 イルクーツク州・プリヤード共和国 ９月 15 日（火）～   ９月 24 日（木） 10 日間 15 人
3 ハバロフスク地方・ユダヤ自治州 ９月 15 日（火）～   ９月 24 日（木） 10 日間 15 人
4 インドネシア ９月 ２ 日（水）～   ９月 11 日（金） 10 日間 15 人
5 中国東北地方（旧満州地区全域） ９月 ２ 日（水）～   ９月 11 日（金） 10 日間 15 人
6 東部ニューギニア ９月 12 日（土）～   ９月 19 日（土）   ８日間 20 人
7 沿海地方 10 月 ６ 日（火）～ 10 月 10 日（土）   ５日間 15 人
8 ビスマーク諸島 10 月 10 日（土）～ 10 月 17 日（土）   ８日間 10 人
9 ミャンマー 11 月 12 日（木）～ 11 月 20 日（金）   ９日間 15 人

10 トラック諸島 10 月 23 日（金）～ 10 月 28 日（水）   ６日間 15 人
11 フィリピン（1 班）（2 班）（3 班） 令和３年 ２月 19 日（金）～  ２月 26 日（金）   ８日間 70 人

（次ページへ続きます）
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実施地域 実施予定時期 実施期間 募集予定人員
12 硫黄島（１次） 11 月中旬 ２日間 100 人
13 硫黄島（２次） 令和３年２月中旬 ２日間 100 人

※ここまで前ページの続きです。

※注１：実施時期・期間などは、相手国の都合などにより変更することがあります。
※注２：募集予定人数は、全国での数字です。鹿児島県だけの募集人数ではありません。

◆ 日時　４月 23 日 木 　
　　　　▶ 10：00 ～  正午     　大川出張所（大川地区公民館）
　　　　▶ 13：00 ～ 15：00　西目地区集会施設

「福祉サービスに関する巡回相談」について

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　       　　　  　　    　　   問 　あいわの里相談支援センター　☎ 0996-75-2401

　市では、福祉に関するさまざまな問題解決をサポートするために、あいわの里相談支援センターに委託
し、巡回相談を行います。相談には、社会福祉士、臨床心理士、理学療法士、言語聴覚士、ジョブコーチな
ど専門の知識を持った相談員が対応します。「身体やこころに関すること」、「家庭や子育てに関すること」、
「福祉サービス利用のこと」など、どのようなお困り事、心配事でもお気軽にご相談ください。また、予約
は不要で、市民の方はどなたでもご利用できます。

令和２年度ラジオ体操推進事業に登録しませんか？

　    　  　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　  　    　　   問 　健康増進課　保健予防係　☎ 0996-73-1228

　市では、生活習慣病予防や健康づくりを目的に、いつでも、どこでも、誰でも、簡単にできるラジオ体操
を推進しています。

　 ラジオ体操は、全身をまんべんなく動かすために必要な運動を組み合わせて作られています。正し
く実施することで、『柔軟性の向上、肩こりや腰痛の予防・回復、骨密度低下の予防・回復を期待する
ことができる』といわれています。
　ただし、即効性があるものではないため、継続的な実施が大切です。

◆ 対象　阿久根市民

◆ 内容
　 １組３人以上のグループまたは団体で、市に登録され（必ず代表者が成人であること）、規定の活動期間
に各グループまたは団体で実施したラジオ体操の回数を報告していただきます。回数が多かった団体と個人
の方について表彰します。

◆ 活動期間　５月１日（金）～  令和３年２月２８日（日）  

◆ 登録方法
　 健康増進課・三笠支所・大川出張所に備え付けの用紙、または市ホームページからダウンロードして必
要事項を記入の上、健康増進課  保健予防係へ提出してください。

◆ 受付期間　４月 １ 日 水   以降随時

元気度アップ・ポイント対象
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毎年３月は、自殺対策強化月間です

　自殺は、さまざまな悩みにより心理的に「追い込まれた末の死」です。それは決して特別なことではな
く、「誰にでも起こり得る」いのちの危機です。その危機に陥らない、陥らせないために私たちにできるこ
とを考えてみましょう。
　悩みを抱え「こころの不調」からうつ病やアルコール依存症、統合失調症などの精神疾患を発症し、判断
力や生きる意欲を失った結果、自ら命を落とす方もいらっしゃいます。不眠や食欲不振、気分の落ち込みな
どが、身近な人の心のサインかもしれません。「いつもと違うな」と気付いたら「どうしたの？」とひと声
かけてみてください。「傾

けいちょう

聴」を心がけ、必要に応じて専門の相談機関を利用してください。匿名で結構で
すのでご相談ください。

～誰も自殺に追い込まれることのない社会へ～

＜私たちにできる自殺予防は＞

気付き

傾　聴

つなぎ

見守り

家族や仲間の変化に気付いて、声をかける

本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

早めに専門家に相談するように促す

温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

◎こころの電話
　☎ 099-228-9566・9567
◎鹿児島いのちの電話
　☎ 099-250-7000（24時間受け付け）
◎県自殺予防情報センター
　☎ 099-228-9558
◎県精神保健福祉センター
　☎ 099-218-4755
◎こころの健康相談統一ダイヤル
　☎ 0570-064-556
◎よりそいホットライン
　☎ 0120-279-338（24時間対応、無料）
　FAX 03-3868-3811 
◎阿久根市健康増進課  保健予防係
　☎ 0996-73-1228

【相談窓口】

information/市役所からのお知らせ
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新型コロナウイルス感染症について　※３月 10 日時点の情報

　    　  　　　　　　　　　　　  　  　　　　　　　　　                   　　   問 　健康増進課　保健予防係　☎ 0996-73-1228

◆ 新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安

次の症状がある方は「帰国者・接触者相談センター」にご相談ください。

◎ 風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続いている（解熱剤を飲み続けなければならない
ときを含みます）。

◎ 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。

帰国者・接触者相談センター：出水保健所　☎ 0996 - 62 - 1636

　センターで相談した結果、新型コロナウイルス感染の疑いがある場合には、専門の「帰国者・接触
者外来」をご紹介しています。マスクを着用し、公共交通機関の利用を避けて受診してください。

【妊婦の方へ】
　妊婦の方については、念のため、重症化しやすい方と同様に、早めに帰国者・接触者相談センターに
ご相談ください。

【保護者の方へ】
　小児については、現時点で重症化しやすいとの報告はなく、相談の目安に基づいた対応をお願いしま
す。

 ＜相談の目安＞

※現時点では新型コロナウイルス感染症以外の病気の方が圧倒的に多い状況です。インフルエンザなどの
　心配があるときには、通常と同様に、かかりつけ医などにご相談ください。

◆ 新型コロナウイルスに感染しないようにするために
　 「手洗い」や「マスクの着用」を含む「咳エチケット」などの通常の感染症対策が重要です。外出先から
の帰宅時や調理の前後、食事前など、こまめに手を洗いましょう。また、咳やくしゃみなどの症状のある方
は積極的にマスクをつけましょう。

※気になることがある方は下記へお問い合わせください。

厚生労働省の電話相談窓口 　☎ 0120 - 565 - 653（フリーダイヤル）
受付時間　9：00 ～ 21：00（※土・日、祝日も実施）

【高齢者・基礎疾患などがある方へ】
　高齢者や基礎疾患などがある方は、重症化しやすいため、上記の状態が２日程度続く場合には、早め
に帰国者・接触者相談センターにご相談ください。



16

information/市役所からのお知らせ

国民健康保険に加入するとき・国民健康保険をやめるときは

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　           　　　   　　　  　    　　   問 　健康増進課　国保係　☎ 0996-73-1224

14 日以内に国保係へ届け出てください

国保に

加入するとき

届け出が遅れると…

国保税は届け出をした日からではなく、資格を得た月までさかのぼって支払うことになります。

保険証がない期間の医療費の支払いは、やむを得ない場合を除いて、全額自己負担になります。

▼ こんなときに ▼ 届け出に必要なもの
別の市区町村から転入したとき 別の市区町村の転出証明書、印かん
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印かん
職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 被扶養者でない理由の証明書、印かん
子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳、印かん
生活保護を受けなくなったとき 印かん

▼
▼

国保を

やめるとき

資格のない保険証で診療を受けた場合、国保が負担した医療費はあとで返還していただきます。

ほかの健康保険などに加入すると、保険料などが二重払いになってしまうことがあります。

▼ こんなときに ▼ 届け出に必要なもの
別の市区町村に転出するとき 保険証、印かん
職場の健康保険に加入したとき　  　 国保と職場の健康保険の保険証 ( 後者が未交

付の場合は、加入を証明するもの )、印かん職場の健康保険の被扶養者になったとき
被保険者が死亡したとき　　　　　 保険証、死亡を証明するもの、印かん
生活保護を受けるようになったとき 印かん

▼
▼

届け出が遅れると…

　上記のほか、【住所、世帯主、氏名がかわったとき】、【世帯を分けたり、一緒になったりしたとき】、【修学のため、

別に住所を定めるとき】、【保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき】などあった場合は、保険証や身

分を証明するもの、印かんなど必要なものを持参の上、窓口に届け出てください。

水道課からのお知らせ

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　         　　　　　　        　        　　   問 　水道課　☎ 0996-72-0312

　令和２年４月１日から黒之瀬戸、脇本地区、中部地区、大川・尻無地区簡易水道事業が水道事業（上水
道）へ統合されます。事業の統合に際し、お客さまによる新たな手続きの必要はありません。今後とも、
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　令和２年５月分水道料金の検針期間を、従来の月初めから月末に変更します。
　そのため、移行月の令和２年４月は月初めに４月請求分の検針、４月末に５月請求分の検針を実施しま
す。５月以降に実施する検針につきましては月末に実施します。
　水道利用者の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　不明な点など詳しくは、水道課（☎ 0996-72-0312）へお問い合わせください。

水道事業と簡易水道事業の統合について

水道メーターの検針期間の変更について
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新規就農者を支援しています

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　            　　    　    　　   問 　農政課　農政管理係　☎ 0996-73-1142

　市では、青年・壮年世代の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、就農前の研修期間および経営が不
安定な就農直後の所得を確保する次の事業を実施し、新規就農者の支援を行っています。詳しくは、農政課
農政管理係（☎0996-73-1142）へお問い合わせください。

１　農業次世代人材投資事業（準備型）

◆ 交付金額 　１年当たり150万円

　就農に向けて、鹿児島県農業大学校やＪＡ鹿児島いずみのアグリセンターなど、農業経営者育成
教育機関などにおいて研修を受ける方（就農時満50歳未満）に対して、交付金を支給します。

◆ 交付対象期間 　最長２年間

２　農業次世代人材投資事業（経営開始型）

◆ 交付金額 　１年当たり150万円

　就農直後の経営確立を支援することを目的に、経営開始直後の新規就農者（人・農地プランに位
置付けられた満50歳未満）の方に対して、交付金を支給します。

◆ 交付対象期間 　就農後最長５年間

３　壮年世代新規就農者支援給付金事業

◆ 交付金額 　１年当たり100万円

　新規就農者の確保・育成を図ることを目的に、新たに就農を開始する壮年農業者（45歳以上55歳
未満）の方に対して、交付金を支給します。

◆ 交付対象期間 　最長２年間

阿久根市新規就農者支援対策事業の研修生を募集します

　本市とＪＡ鹿児島いずみでは、農業で自立を目指す新規就農者を受け入れ、農業
技術や経営手法などについての研修を実施し、本市における農業の担い手を確保・
育成するため、次の要領で研修生を募集します。

◆ 募集概要

研 修 条 件 市内居住の離職・離職予定および農業に対する固い意志と意欲のある新規就農希望者で、研
修終了後も引き続き市内に居住し就農できる方

年 齢 50 歳未満の方（令和２年８月１日現在）

研修期間・場所 １年（令和２年８月～令和３年７月）または２年（令和２年８月～令和４年７月）
アグリセンターおよび生産農家など（施設・ほ場）

研 修 作 物 ミニトマトを中心としたハウス品目と露地野菜品目を組み合わせた栽培研修および育苗研修など
募 集 人 員 ２人以内（出水地区内）
募 集 期 間 令和２年４月 30 日（木）まで　※必着
申込書設置場所 ＪＡ鹿児島いずみ　本所　営農支援課

研 修 助 成 金

１人当たり月額 15 万円助成（予定）
※研修終了後５年間は、就農することなどの条件があります。
※この研修は「雇用」ではありません。
※農業次世代人材投資事業（準備型）を利用できる研修生は月額 15 万円から 12.5 万円（準
　備型の年額 150 万円を月額換算した額）を差し引いた月額 2.5 万円を支払います。

研 修 生 の 決 定 志望の動機および将来の計画などを提出し、面接の後に決定します。
そ の 他 農業経営を開始するためには、手持ちの資金が必要です。

◆ 問い合わせ・申込先　ＪＡ鹿児島いずみ   本所   営農支援課   ☎ 0996-68-1038
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information/市役所からのお知らせ

令和２年度「営農講座」の受講生を募集します　～楽しく農業を学びませんか～

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　           　　　　    　　   問 　農政課　農政管理係　☎ 0996-73-1142

◆ 講座日時　令和２年５月 ～ 令和３年３月までの月１回（基本的に第２日曜日 9：00 ～ 正午）

◆ 実施場所　市農林業振興センター内（赤瀬川2098-25）

　受講を希望される方は、農政課農政管理係および農林業振興センターの窓口にある申込用紙に必要事項を
ご記入の上、郵送または直接提出してください。

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　           　　　　    　　   問 　農林業振興センター　☎ 0996-73-2191

◆ 受付期間　３月 23 日 月   ～ ３月 31 日 火    8：30 ～ 17：15（※ただし、土・日、祝日を除く）
※定員に達し次第、受け付けを終了します。

◆ 講座内容
　 農業に関する基礎、実習、農業機械の扱い方や季節野菜、豆類、花き類などの栽培方法を学ぶものです。

◆ 受講料　2,000円（テキストおよび資材代）

◆ 定員　10 人（年齢・性別・農業経験は問いません。夫婦での参加も可）

「狂犬病予防法」をご存じですか？

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　   問 　市民環境課　環境対策係　☎ 0996-73-1219

　狂犬病予防法により生後91日以上の犬には登録（第4条）と狂犬病予防注射（第5条）が義務付けられて
います。自治体への登録、年１回の注射、首輪への鑑札・注射済票の装着を忘れずに行ってください。

犬を飼い始めたら必ず登録を！

犬の登録は市役所、動物病院、予防注射会場で可能です。
※犬を譲り受けたとき、市外から犬を連れて転入したときなど、登録事項に変更があるときは、市
役所での手続きが必要です。また、犬を連れて転出したときは、転出先の市町村で手続きが必要に
なります。

狂犬病予防注射はなぜ必要？

◎ 狂犬病は人間を含むすべてのほ乳類が感染し、発症すれば、ほぼ100％
死亡します。
◎ 狂犬病は世界の多くの国で哺乳動物に発生しており、日本に侵入する危
険性は常にあります。
　 周りの方や犬のためにも、必ず狂犬病予防注射を受けましょう！

＜犬は正しく飼いましょう＞
　動物の愛護及び管理に関する法律、鹿児島県動物の愛護及び管理に関する条例、阿久根市環境美化条例な
どにより、不適切な飼育は厳しく罰せられます。また、近隣トラブルの原因にもなりますので、ルールを守っ
て飼いましょう。
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問　市民環境課　環境対策係　 ☎ 0996-73-1219

　２月の生ごみ収集量

 80,613kg （前月比-12.9％）

【第69回】消費生活コーナー

「新型コロナウイルスに便乗した悪質商法」

について

　  　困った時はご相談を！

阿久根市消費生活センター
        （商工観光課内）

☎ 0996-73-1211 ( 内線1113)

　新型コロナウイルスの感染拡大に関連した悪質商法の相談が、全国の消費生活センターに寄せられています。
新型コロナウイルスを口実にした悪質な事例について紹介します。

◆事例
　①  新型コロナウイルスによるマスク不足に乗じて「マスクを無料送付する。確認をお願いします」と記載
　　され、ＵＲＬが付いたＳＭＳ（ショートメール）が届いた。
　②  新型コロナウイルス流行拡大の影響で金の相場が上がるとして、金を買う権利を申し込むように言われた。
　③  インターネットで品薄状態のマスクが出品されていたので、申し込みをしてお金を支払ったが、商品は
　　届かず、サイトは削除されてしまった。

◆ 今後発生が懸念される事例
　①  新型コロナウイルスに乗じた義援金詐欺
　②  高齢者宅に高額でマスクや消毒液を売る訪問販売・電話勧誘
　③  新型コロナウイルスに感染したと身内を装い、電話で現金を要求する詐欺

◆ 被害に遭わないための対処法
　 ①  心当たりのない送信元から怪しいメールやＳＭＳが届いても反応しないようにしましょう。ＵＲＬにア
　　クセスするとフィッシングサイトに誘導され、不正なアプリがインストールされたり個人情報を搾取され
　　たりする可能があります。
　②  新型コロナウイルスに便乗した悪質な勧誘を行う業者には、耳を貸さないようにしましょう。

　困ったときには、消費生活センターなどに相談しましょう。

■ 粗大ごみ 

■ 市で収集しないごみ

　指定ごみ袋に入らない、燃やせるごみ・燃やせないごみは、市が委託している北薩環境管理協同組合（☎
0996-84-2875）が無料で戸別収集を実施中。（分別が必要な場合や５点を超える場合は有料）
※引っ越しなどで大量に処分する場合は、以下に直接お持ち込みを！（ともに有料）
　燃やせるごみ：環境センター （☎ 0996-75-0739）    燃やせないごみ：リサイクルセンター （☎ 0996-84-4111） 

　 家電リサイクル品（特定家庭用機器廃棄物）… テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機
　　１．買い替え時に販売店で引き取ってもらう。（リサイクル料金が必要です）
　　２．販売店で引き取りができない場合、最寄りの電気店などにご相談ください。（引き取り代金は有料）
　 パソコン
　　「PCリサイクルマーク」が付いた製品は、料金負担なしでメーカーが回収。マークがない製品は、回収再資源化料金が必要。
　 産業廃棄物
　　専門処理業者に引き取りを依頼しましょう。
　 その他のごみ
　　薬品類・農薬、バッテリー、タイヤ、車部品類、消火器、鋳物などは、市で収集していませんので、販売
　店・引き取り店に引き取りを依頼してください。

▼
▼

▼
▼

「粗大ごみ」と「市で収集しないごみ」
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県民参加型の国体競技「デモンストレーションスポーツ」の参加申し込みのご案内

information/市役所からのお知らせ

燃ゆる感動かごしま国体阿久根市実行委員会事務局（スポーツ推進課　国体係）
〒 899-1611 阿久根市赤瀬川 2486-1    ☎ 0996-73-4649　     阿久根市　国体　   検索

　４月から10月にかけて、県民参加型の国体競技
「デモンストレーションスポーツ」が県内各地で
開催されます。
　申し込み方法など詳しくは、県のホームページ
をご覧ください。

　右のＱＲコードを読み取ると、
県のデモンストレーションスポー
ツ参加申し込みのページにつなが
ります。

「参加申込ガイド」と「ビーチフラッグスの参
加申込書」は、阿久根市役所・三笠支所・大川
出張所・総合体育館にも置いてあります。

　
　本市で開催される競技は、ビーチフラッ
グスと遠泳があり、ビーチフラッグスの
参加申し込みの受け付けが４月６日から
始まります。「かごしま国体」に参加でき
る絶好のチャンスですので、ぜひお申し
込みください。　
※遠泳については、次号で掲載します。

【 ビーチフラッグス 】
◆ 受付期間  ４月６日（月）～５月８日（金）
◆ 開催期日  ６月28日（日）
◆ 競技会場   脇本海水浴場
◆ 参加資格   
　 県内に在住または在学している小学３年
生以上の方
◆ 募集定員   
　 96人（小学生48人・中学生以上48人）

◆ 参加料　１人 300円   
※詳しくは、市ホームページをご覧になる
　か、市実行委員会事務局（☎ 0996-73-
　4649）へお問い合わせください。

デモスポ参加者に
は、国体記念章を
プレゼント。

開催まで 200 （３月 17 日時点）日

オモテ ウラ

◆ 種目　個人の部・団体の部（３人１組）   



21

寺島宗則記念館のプレオープンについて

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　                  　　    　    　　   問 　商工観光課　観光推進係　☎ 0996-73-1114

　市指定文化財である松木弘安（寺島宗則）旧家の改修工事が昨年８月に完了し、４月１日から「寺島宗則
記念館」として一般公開を開始します。
　駐車場やトイレなどの周辺設備は整備中ですが、旧家内では、日本の近代化に貢献した松木弘安（寺島宗

◆ 開館時間　10：00 ～ 17：00

◆ 休館日

◆ 観覧料　無料

火曜日（祝日の場合は翌日）、12月29日～１月３日

　開館時間中は、展示を行っていない和室を集会などに使用することができます。利用の申し込みに
ついては、商工観光課　観光推進係（☎0996-73-1114）へお問い合わせください。

則）の生涯や功績を伝える歴史資料などの展示品を
ご覧になれます。松木弘安（寺島宗則）が幼少期を
過ごした旧家で、日本の近代化の歴史に触れてみま
せんか。

植えてはいけない「けし」をご存じですか？

　    　  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 　                  　　　   問 　出水保健所　衛生係　☎ 0996-62-1636

　園芸用のけしの仲間のポピーなどは、３月下旬から５月にかけて、色鮮やかで美しい花を咲かせるものが
多く、ガーデニングや切り花用の植物として人気があります。
　しかし、けしの仲間には、法律で栽培が禁止されているもの（不正けし）があります。これらは、外観の
特徴から、園芸用のけしと区別できます。以前から、出水保健所管内で不正けしが多数自生しており、その

◆ アツミゲシ（セティゲルム種）の特徴

１．花は、花びら４枚で、色は薄紫（先端は白に近い）です。
２．開花期の草丈は50 ～ 100㎝で、土壌がよいと大きくなります。
３．葉、茎、つぼみなどの外観は緑色で、土壌がよいとよく枝分かれします。
４．葉、茎の表面にはほとんど毛はありませんが、つぼみのがく片やつぼみの下の茎に多少見られます。
５．葉は互い違いに茎につき、葉の付け根で茎を巻き込むような形でついています。
６．つぼみは下を向いていて、開花時上を向き、花が散っても上を向いたままです。
７．繁殖力が強く、果実（ケシ坊主）には微細な種子が詰まっています。

多くはアツミゲシ（セティゲルム種）です。令和元
年度の出水保健所管内の除去本数は4,960本と県内
の総除去本数の69.4％を占めています。
　植えてはいけないけしの特徴を知っていただき、
これに似た植物を見かけたときは、そのまま抜かず
に出水保健所（☎ 0996-62-1636）へご連絡ください。

< 花 > < 葉 > < つぼみ > < 果実 > 　けしは繁殖力が強く、根絶までには10年以上の
地道な除去が必要です。種子ができる前の除去が
重要になりますので、住民の皆さまのご協力をお
願いします。
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information/市役所からのお知らせ

裁判所職員の採用試験について

　    　  　　　　　　           　　　   　　    　　   問 　鹿児島地方・家庭裁判所事務局　総務課　人事第一係　☎ 099-808-3707

　令和２年度裁判所職員採用総合職試験（裁判所事務官、家庭裁判所調査官補）および一般職試験（裁判所
事務官）を実施します。

◆ 申込受付期間
▶ インターネット　４月１日（水）15：00  ～ ４月９日（木）
▶ 郵送　４月１日（水）～ ４月３日（金）    ※４月３日消印有効

◆ 第１次試験日　５月９日（土）

　詳しくは、受験案内（最寄りの
裁判所で配布しているほか、裁判
所のホームページでもご覧になれ
ます）をご確認ください。

国税専門官採用試験の受験者募集について

　人事院と国税庁では、国税専門官採用試験（大学卒業程度）の受験者を募集しています。
　受験資格などの詳細については、人事院ホームページ（国家公務員採用情報ＮＡＶＩ）をご覧になるか、
次の１または２へお問い合わせください。

　１　人事院人材局　試験課（☎ 03-3581-5311  内線：2332）
　２　熊本国税局　人事第二課　試験研修係（☎ 096-354-6171  内線：6046）
　　　出水税務署（☎ 0996-62-0200 ）※自動音声案内に従い「２」を選択

お得な切符でおれんじ鉄道に乗ってみませんか？

　いつも自動車でお出かけの皆さん、たまには列車に揺られ、となり街や気になるあの場所へお出かけして
みませんか？ 利用する曜日や年齢によってお得な切符をご用意しています。

切符名 内容 金額（税込み）

  わくわく切符   １日乗り放題切符（土・日、祝日用）   大人　　　　　　　   2,000 円
  小人・65 歳以上          1,000 円

  ウイークデーシニアチケット   １日乗り放題切符（平日用）   65 歳以上専用               1,500 円

  １日フリー乗車券   １日乗り放題切符
   （平日、土・日、祝日兼用）

  大人                                 2,940 円
  ※ 65 歳以上の設定なし
  小人                                 1,470 円

◆ 問い合わせ先　肥薩おれんじ鉄道　営業部　 ☎ 0996-63-6860

※切符は阿久根駅をはじめ、各有人駅および列車内・コンビニ端末機械でも販売しています。（１日フリー
　乗車券は列車内販売なし）

「広報あくね」をスマートフォンやタブレットで読むことができます

◆ 『マチイロ』の利用方法
　スマートフォン・タブレットで「マチイロ」を検索、または右のＱＲコードを
読み取ってインストールし、「鹿児島県阿久根市」を登録してください。
　平成31年４月号以降の広報あくねを読むことができます。ぜひご利用ください。
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まちの話題 みんなのアルバム
楽しい話題などお寄せください。 総務課秘書広報係 ☎ 0996-73-1208

　選挙や政治に関心を持ってもらおうと１月 29 日、脇
本小学校の６年生を対象に選挙の出前授業が行われま
した。
　鹿児島県明るい選挙推進協議会の元山昌

ま さ こ

子副会長が、
投票することの大切さについて講話を行い、児童たち
は真剣な表情で説明を聞いていました。
　講話後は、実際に使用される記載台や投票箱を用い
て模擬選挙も実施。投票が終わった後の開票では、計
数機を用いて票数を数えるなど、本番さながらの選挙
を体験しました。児童からは「投票に行くことの大切
さがよく分かった」「18 歳になったら必ず投票に行き
ます」などの感想がありました。

脇本小学校　出前授業で選挙を体験

　出水地区ミニバスケットボール連盟主催のミニバス
ケットボール大会の最終戦が 2 月 1 日、市総合体育館
で開催されました。
　この大会は阿久根・出水地区の小学生が１年を通じ
て競うリーグ戦で、今年度は、脇本ミニバスケットボ
ールスポーツ少年団男子が見事優勝、女子が準優勝を
決めました。男子キャプテンで脇本小６年の濵田優

ゆ う ひ

陽
くんは「初めての事だったので、とても嬉しかった」、
女子キャプテンで脇本小６年の高津凜

りん

さんは「一生懸
命に練習してきた事が結果につながって嬉しかった」
と笑顔で話しました。

ミニバスケットボール大会で
脇本の少年団が優勝・準優勝！

折多小の児童ら「そば打ち」に挑戦

　折多小学校の５年生の児童やデイハウスふたばの利
用者の方など約 50 人が２月５日、折多地区集会施設で
そば打ち体験を行いました。
　折多校区の自然を守る会（会長・田嶋輝

て る お

男さん）の方々
から丁寧な指導を受けながら、児童らは、そば粉に水
を加えてこね、棒で伸ばした後、包丁で切って完成さ
せました。折多小５年の前田寵

めぐむ

くんは「そばをこねる
のが難しかったですが、楽しかったです。最後は、う
まくできました。打ちたてのそばは、とってもおいし
くて、ほっぺが落ちそうでした」と笑顔で話しました。

地域の活性化に生かしたい
佐賀県唐津市から田代小学校に視察

　地域の活性化に生かしたいと佐賀県唐津市から「か
らつ七つの島活性化協議会」の方など 14 人が２月４日、
田代小学校を訪問し、交流を行いました。
　協議会は唐津市にある７つの島で構成し、島の活性
化に向けて活動。課題の一つに学校の存続があり、平
成 29 年度から３つの島で、外部から小中学生を受け入
れる「島留学」を実施しています。交流会には「アオ
バズクの里山村留学」の里親になっている方なども参
加し、田代小学校の教育活動の紹介や学校と地域の関
わり方、地域の活性化、山村留学制度、里親などにつ
いての説明や活発な意見交換を行いました。

全校児童６人が歌と大正琴の合奏でおもてなし♪
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まちの話題 みんなのアルバム

中部学院大学が恒例の春季合宿

　中部学院大学硬式野球部（130 人）が２月 11 日から
21 日までの 11 日間、本市で恒例の春季合宿を行いま
した。
　平成 19 年から始まり今年で 14 回目。２月 12 日に
は歓迎セレモニーがあり、市や商工会議所、宿泊所な
ど関係者から国産豚ロースや激励の言葉が贈られまし
た。同野球部の鵜飼部長は「年々素晴らしい環境を整
備していただきありがたい。今シーズンのいいスター
トが切れる。選手・監督・コーチ・関係者が一丸となり、
全国大会目指して頑張りたい」と抱負を話されました。

　阿久根市ＰＴＡ連絡協議会主催の「親子講演会～家族
みんなでマジック SHOW ～」が２月 11 日、風テラスあ
くねで開催され、約 150 人の親子が来場しました。
　本市出身で現在、福岡市内でマジックバーを経営され
ている枦幸

こ う じ

治さんを講師に招いて開催。枦さんは、マジ
ックの世界に足を踏み入れるきっかけや修業時代の紹介
など、軽快なトークを交えながら巧みなマジックを披露
されました。西目小４年の飛松諒

りょうせい

成くんは「すごかった。
目の前で見たけど、ぜんぜん仕掛けが分からなかった。
また見たい」と満面の笑み。講師の枦さんは「地元で披
露できたことに感謝したい。こんなにも集まっていただ
き、ありがたかった」と笑顔で話されました。

家族みんなでマジックＳＨＯＷ 開催

　原子力防災訓練（学校連携訓練）が２月８日、西目
小学校で行われました。
　「県西部直下地震（最大震度７）が発生し、川内原子
力発電所において、原子炉の自動停止・電源喪失など
が発生した」という想定で訓練を実施し、児童・職員は、
学校で定めた危機管理マニュアルなどに基づいた避難
手順を確認・実行。原子力防災に対する対応の習熟や
防災意識を高め、市災害対策本部や保護者との連携確
認・強化も図りました。

西目小学校　万が一に備え
原子力防災訓練を実施

屋内退避準備指示を受け、保護者へ児童を引き渡す訓練

　令和元年度図書館まつりが２月９日、風テラスあく
ね（市民交流センター）で開催されました。
　志学館大学教授で鹿児島県立図書館長の原口

い ず み

泉先生に
よる講演「海陸の要・阿久根～河南源兵衛、寺島宗則、

令和元年度 図書館まつり 開催

篤姫～」や莫祢ゴールド創世
塾の方による「あくねの七不
思議ダイジェスト版」の朗読、
みどりが丘保育園の園児によ
るお遊戯、阿久根園の音楽隊
による和太鼓の演奏、小中学
生による文集あくね読書感想
文の発表などがありました。

ホールでは多読賞受賞者おすすめ本とコメントの紹介や市内
小中学校読書活動展覧会、市立図書館活動内容パネルの展示
がありました。
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楽しい話題などお寄せください。 総務課秘書広報係 ☎ 0996-73-1208

沿道から温かい声援
鹿児島県下一周市郡対抗駅伝大会　開催

　第 67 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会（県下一周駅伝）が２月 15 日から 19 日までの５日間で行われ、12 地区
の代表が 53 区間 584.1km の薩摩・大隅路で熱戦を繰り広げ、阿久根が属する出水チームは総合７位でした。
　大会２日目となる 16 日は、南さつま市から出水市までの 10 区間・112.8km で健脚が競われました。出水チームは、昨年、
42 年ぶりの日間優勝を果たし、今年も日間優勝を目指してベストメンバーを編成。高校生らの活躍で熾

し れ つ

烈なトップ争い
を続けましたが、天候などに悩まされ、最終的に４位でゴールしました。
　大会３日目となる 17 日は、出水市野田から霧島市までの
11 区間 122.6km。第１区は野田支所から山村開発センターま
でで、田代小学校近くでは、児童が自作の横断幕や旗を掲げ
て応援し、駆け抜ける選手たちの背中を後押ししていました。

横断幕と旗で選手を応援する田代小の児童

西目小学校の児童
地域の高齢者へ花鉢をプレゼント

　西目小学校の全校児童 60 人が自分たちで大切に育て
たパンジーを２月 19 日、校区内の各公民館を訪問し、
地域の一人暮らしの高齢者に一鉢ずつ手渡しました。
　西目小の児童が毎年この時期に行っている高齢者と
のふれあい活動で、受け取った女性は「毎年楽しみに
しています。子どもたちから元気をもらっています」
と笑顔。６年の牧内らなさんは「今年も頑張って育て
ました。喜んでもらえてよかったです」と笑顔で話し
ました。

　特別講演会「寺島宗則」が２月 16 日、風テラスあく
ね（市民交流センター）で開催されました。
　司会にタレントの野口たくおさん、講師にまち歩き
の達人でＮＰＯ法人まちづくり地域フォーラム・かご
しま探検の会の東川隆

りゅうたろう

太郎さんを招き、薩摩、そして
日本のために寺島宗則が果たした功績を学びました。

特別講演会「寺島宗則」  開催

講演の最後に、東川さんは「 寺
島宗則は阿久根の宝で鹿児島の
宝です。鹿児島の皆さんに知っ
ていただきたい。今回の旧家の
修復をきっかけに、多くの方が
阿久根に来て学んでもらえたら」
と話されました。

大川中学校の３年生による寺島宗則についての研究発表も
ありました。
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　阿久根市剣道連盟が主催する「阿久根市内剣道大会」
が２月 23 日、大川錬武館道場で開催されました。
　日頃から剣道で心身の鍛錬に励んでいる市内の児童
生徒が熱戦を繰り広げました。
　優勝は次のとおりです。（敬称略）

【小学校低学年団体の部】　脇本錬心館Ａ
【小学校高学年団体の部】　脇本錬心館
【小学生低学年個人の部】　大野  稟

り ん か

佳（脇本小学校）
【小学生高学年個人の部】　野畑  にこ（脇本小学校）
【中学生個人の部】　　　　山田  悠

ゆ う と

翔（三笠中学校）

阿久根市内剣道大会　開催

　経済産業省の補助事業を活用し、阿久根駅前通りの
活性化を目指して整備された「お宿みどこい」が 2 月
27 日、プレオープンしました。
　プレオープンに先立ち内覧会が開催され、訪れた人々
にホテルのコンセプトなどについて説明が行われまし
た。あくね夢のまちプロジェクトの中村健

け ん じ ろ う

二郎代表は
「宿泊されるお客さまには、市内のあちこちを回って、

阿久根のいいところを見ていただきたい。事業を通じ
て、市の活性化のために役立てれば」と話されました。

お宿みどこい ２月27日プレオープン

３月に閉校する母校に花
大川中学校出身者で組織する大川錬武館
所属剣士が第19回毎日レディース剣道大会で見事優勝！

　横須ます子（旧姓：松永）さん、大田恵
け い こ

子（旧姓：松下）さん、大塚睦
む つ こ

子（旧姓：中野）さんが、昨年 12 月８日に東
京都で開催された「第 19 回毎日レディース剣道大会」の藤の部（60 歳以上の女性剣士）に出場し、見事優勝。３選手が
所属する大川錬武館の会長・㞍無歳

としひさ

久さんをはじめ、県剣道連盟理事長・松下悦
えつろう

郎さん、選手の同級生・松下幸
ゆ き こ

子さん、
山田文

あ や こ

子さんら６人が２月 18 日、市役所を訪れ、結果を報告されました。
　優勝した３選手は、昭和 43 年４月に大川中剣道部に
初めて入部した女性部員で、母校・大川中の剣道部や大
川の名前を全国に発信しようと出場。今回、見事優勝し、
閉校する母校に花を添えました。

左から横須ます子さん、大田恵子さん、大塚睦子さん
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60

阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」

そこで過ごす生徒たちの活躍を紹介します

思い出の学び舎に別れ「第13回卒業式」

月２日（月）、新型コロナウイルス感染拡大防止のため卒業生と教職員のみの参加となりましたが、厳粛な
雰囲気の中､ 第 13 回卒業式が挙行されました。

３

大きく羽ばたけ！「明日の営農を励ます会」

月 13 日（木）、今春、県立農業大学校などへ進
学する生徒や農業関連企業などに就職する生徒

22 人の門出を祝う「明日の営農を励ます会」が開催され
ました。
　市農政課をはじめ関係機関の方々から温かい励ましの
言葉をいただいた後、生徒代表の日髙翔

しょう

さん（美里中出身。
阿久根市内で農業自営）が決意の言葉を述べました。
　鶴翔高校で学んだことを生かして、それぞれの進路先
で大きく活躍することが期待されます。

２

今年度の進路実績

かげさまで、今年も進路決定率 100％を達成しました。それぞれの進路先で大きく飛躍し、将来は地域を
支える人材となってくれることを期待します。お
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文校長からは「決してひるむことなく、前向きに、
感謝の気持ちと共に凛と力強く生きてください」と卒業
生への激励の言葉がありました。
　卒業生代表の楠元慎

し ん の す け

之介さん（出水中出身）は、高校
での思い出や先生方・保護者への感謝の言葉、後輩にた
くす夢を語り、92 人が学び舎を後にしました。
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【投 稿先】〒 899 -1696 阿久根市鶴見町 20 0 番地「阿久根市 総務課『広報あくね みんなのうた』」コーナー まで
　　　　氏名（ペンネーム可）・住 所・電話番 号・年齢・性 別をご記入の上、郵送またはメールでお寄せください。　
 【ﾒｰﾙ】hishokoho@cit y. akune.kagoshima.jp  【電話】0996 -73-1208　※紙面の都合上ご紹介できない場合あり。

※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載しています。
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お 知 ら せ

新刊

新刊

新刊

新刊

【大活字本増えました！】
　文字が大きく読みやすい大活字本。新しく 15
冊新刊が増えました。時代小説、現代小説を中
心にさまざまなジャンルの人気作品がそろいま
した。ぜひ、一度手に取ってご覧ください。

＜４月の行事＞
   ４日（土）バンビ教室
  18 日（土）映画会
  25 日（土）子ども読書特別
　　　　　    読み聞かせ会

図 書 館 だ よ り
☎ 0996-72-0607

9:00 ～ 19:00
 休 原則月曜日

　   『坂下あたると、しじょうの宇宙』 町屋 良平 （著）

　   『まむし三代記』 木下 昌輝 （著） 　　 『さくらがさくと』 とうごう なりさ （さく）

詩を書く高校生の毅は、小説の才能が
ある親友あたるに嫉妬していた。ある
日、小説投稿サイトにあたるの作風を
模倣した AI による偽アカウントが作ら
れ、オリジナルの面白さを超え始め…。

駅に向かう人々が足早に通り
過ぎる川沿いの並木道。しか
し、今日の朝はいつもとちょ
っとちがう。美しく咲いた桜
並木を見上げ、人々は思わず
足を止め…。

     『ドミノ in 上海』 恩田 陸 （著）

上海のホテル「青龍飯店」で、25 人 (
と 3 匹 ) の思惑が重なり合う。もつれ
合う人々、見知らぬ者同士がすれ違う
その一瞬、運命のドミノが次々と倒れ
てゆく。圧巻のエンタテインメント。

まむしと呼ばれた斎藤道三の、日ノ本
すら破壊する最終兵器 “ 国滅ぼし ” と
は？ その核心に行き着いた三代目義龍
が下した驚愕の決断とは？ 従来の戦国
史を根底から覆す長篇時代小説。

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。

ご了承ください。
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  （２月29日現在）

前月比 

人　口 20,133人 （ - 2 3 ）

　男 9,524人 （ - 3 ）

　女 10,609人 （ - 2 0 ）

世帯数 10,068 世帯（ - 9 ）

●出生� 5人/

●転入� 53人/

●死亡� 34人

●転出� 47人

　

大川中学校３年

今月の題字

　大川中学校は３月に閉校します。私たちはこの
１年間、自分たちの中学校生活と、大川中の締め
括りのために、人前力を発揮し、４人で頑張って
きました。最後の卒業生として有終の美を飾り、
４月から大

う こ
川魂を胸に、それぞれの道を歩いてい

きます。
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整せ
い
け
い形

が　

失し
く
じ
っ敗

た
ろ
か　

お
か
め
成な

っ山平 鉄
てっしん

心さん 外園   遥
はる

さん宮里 洸
こういち

一さん 若松 伶
れ い ん

胤さん

皆さん、楽しそうですね♪

　 私 た ち は、 働 く 女 性 の 家 講 座 か ら 始 ま っ た
ZUMBA サークルです。
　現在は、阿久根市に住んでいる方や阿久根市で
仕事をされている方を中心に、10 人程度で毎週木
曜日の夜８時から９時まで踊っています。
　ZUMBA は、とても軽快なラテンの音楽に合わせ
て踊るダンスフィットネスです。覚える必要はな
く、パーティのように踊って楽しむプログラムに
なっています。

Z U M B A サ ー ク ル

「 B A I L A リ ス ペ ク ト あ く ね 」を ご 紹 介 ！

参加をご希望の方は、小村までご連絡くださいね。
　　　　  サークル指導　小村　☎ 080-6444-7285

興味を持たれた方は、ぜひご連絡を！

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載してい

ません。ご了承ください。
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お知らせ

お知らせ

10：00 ～ 16：00

お祭り広場

お知らせ

 問 　花と歴史の絶景ウォーク実行委員会　☎ 0996-75-0018

４月 26 日 日 9：00 出発

脇本地区公民館（三笠支所）※小雨決行

日 時

集 合 場 所

（受付時間 8：00 ～）

花と歴史の

絶景ウォーク

第９回

参加
無料

一般コース　7 . 6 Km　／　短縮コース　5 . 3 Km

　実行委員会によるおもてなしやお楽しみ抽選会、
三笠中学校ＰＴＡによるバザー、ポリオ撲滅ボトル
キャップ収集を行います。
　また、ウォーキング終了後、脇本小学校の児童が
「阿久根の偉人・寺島宗則の紙芝居」を行います。☆予約不要☆

食事処 皆 楽
     阿久根市塩浜町 2丁目101番地

☎ ０９９６ - ７３ -４２５５

み　ら　く

定休日　火曜日

国
道
３
号
線

●ファミリーマート

↓至  出水市

↑至  薩摩川内市

●
枦コーポレーション
スタンド
●
スターゼン

●

自動車
倉田

至  番所丘公園→

皆楽

至  市役所↓

お昼のランチ  680 円 ～

 1 1 : 30 ～ 1 4 : 00

夜の営業時間

 18 : 00 ～ 22 : 00
（ラストオーダー 21：00 ）

料理   2,000 円 （税込み）  ～

飲み放題プラン  ＋ 1,000 円
（生ビール１杯・焼酎・ソフトドリンク）

歓送迎会  ご予約承ります●読売センター

① 10：00 ～（開場 9：30）

映画「夕陽のあと」上映会

阿久根市自主文化事業 

◆ 上映日時　４月 12 日 日    

② 14：00 ～（開場 13：30）

③ 17：00 ～（開場 16：30）

◆ 上映場所　風テラスあくね
◆ チケット（全席自由）

風テラスあくね（市民交流センター）     阿久根市役所　阿久根市立図書館
ブックセンター書林   富浜書店　にぎわい交流館阿久根駅（阿久根屋）

一般  1,000 円    　高校生以下  500 円
（当日  1,200 円） （当日  600 円）

◆ チケット販売所

主催 / 阿久根市、阿久根市教育委員会 問 　生涯学習課　☎ 0996-72-1051

映画の舞台は、鹿児島県長島町。
家族のあり方が多様化する時代に、改めて親子
の絆を問いかける骨太なヒューマンドラマ。

（※チケット発売日については、後日、防災無線などでお知らせします）

　開催を予定していた次のイベントは、中止
が決定しました。ご了承ください。

①３月22日（日）
　 風テラスあくねロビーコンサート

②３月29日（日）梶折鼻公園桜まつり

イベントの中止について


